




On the Expression of Internal Speech between flames 












スである「コマ間」 2 を黒く塗り、特定の作中人物の内語 3 （作中人物が心の中で発した無声のセリフ）な
いしは独白を、横書きの白文字で記述する手法である。この手法で記述された内語を本論文ではとくに「コ
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